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カブキ・キャスターと医業
小　山　観　翁
　歌舞伎文楽同時解説放送イヤホンガイドは，昭和50年11月興行の歌舞伎座で発足し，26年後の現在，利用者
は年間150万人，日本国中で歌舞伎や人形浄瑠璃を上演する劇場の，ほぼ100％がこのシステムを採用して成果を
あげるに至っている．
　その第一声を発し，いまも解説に携っている私は，やがてNHKの劇場中継の放送にも招かれ，「副音声」とい
う名称で参画したり，他の衛星放送にも名をつらねる事になったので，その解説した芝居の数は，約一千本に垂
んとする．
　ところが，この中で自分を採点してみると，満点のものは一つも無い．いつも反省の連続である．2月興行の
歌舞伎座では，通し狂言『菅原伝授手習鑑』のうち，二段目道明寺の場を解説したが，これなどは，主役菅原道
士を演じる片岡仁左衛門君と相談して3度まで修正した始末．大好きな歌舞伎も，趣味のうちはよいが，いざ本
業にしてみると，なかなか単純に卜しんではいられない．
　ことに“解説”というと，いまだに偏見があって，独断的な意見や視点を押し付けられるような，不快感で眺め
ている人もある．
　けれども，このシステムは，物を教えようとは云っていない．あくまでも精報”を提供するのである，という
のが私の考えなので，私は“解説者”ではあっても“教授”ではない．だから“カブキキャスター”という名称を用
いている．
　さてそうなると，説明するのにも先生口調ではうまくない．この表現の仕方にも，工夫が必要である．内部で
は当り前と思う専門用語も，お素人に対しては，説明の手間を惜しんではならない．あるいは，この芝居は長い
から，今の幕間（まくあい）にトイレへ行っておきなさい，とアドバイスする事も必要であろう．
　……という事は，患者に接するお医者様にも，同じ事が云えるのではないか．
　病気をかかえて不安な患者や家族は，主治医の一挙手一投足が心配のタネである．だからこそ，主治医は，専
門用語は極力避けて，意見や情報が完全に伝わるよう努力が必要である．また，待合室に並ぶ患者達へは，「貴方
の番まで約○○分ほどかかるであろう……」という，こまめな情報をいれる親切が求められもするのである．意
外にも，私の仕事と医業は似たものだと，このごろ，思いはじめている．
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